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秋
祭
り
中
止
の
た
め

 

は
～
も
に
～
ば
す
は

　

通
常
通
り
運
行

　

例
年
、
秋
祭
り
の
た
め

10
月
の
第
１
週
の
日
曜
と

第
２
週
の
土
曜
・
日
曜
は
、

「
は
～
も
に
～
ば
す
」
を
終

日
運
休
し
て
い
ま
し
た
が
、

秋
祭
り
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
の
で
通
常
通
り
運
行
し
ま

す
。

問
合
せ
先　

水
間
鉄
道
㈱

☎
０
７
２
・
４
４
７
・
１
０

１
７

　

障
害
の
あ
る
か
た
の

　

作
品
を
募
集

　

12
月
の
障
害
者
週
間
に
作

品
展
を
行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
学

(

園)

で
障
害
の
あ
る
か
た

作
品　

図
画
・
写
真
な
ど
で
、

壁
に
貼
れ
る
も
の(

額
装
は

不
可)

縦
１
８
０
㎝
ま
で

応
募
方
法　

作
品
を
障
害
福

祉
課
へ
持
参

応
募
期
間　

10
月
19
日(

月)

～
30
日(

金)

展
示
期
間
・
場
所　

12
月
２

日(

水)

～
９
日(

水)

午
後
５

時
、
シ
ェ
ル
ピ
ア
・
ド
ゥ
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム

応
募
・
問
合
せ
先　

障
害
福

祉
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
０
１
２

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
へ
の
貝
塚
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
配
布

 　

貝
塚
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

を
、
８
月
に
対
象
者
の
住
所

へ
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
し

た
が
、
不
在
な
ど
で
受
取
が

出
来
て
い
な
い
か
た
は
、
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

持
物　

障
害
者
手
帳
・
印

鑑
・
ご
不
在
連
絡
票

※
代
理
の
場
合
は
代
理
人
の

身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
０
１

２
　　

視
覚
障
害
者
対
象
教
養

　

講
座
「
ホ
ッ
と
ワ
ー
ク
」

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
29
日(

火)

午
前
10

時
～
正
午

内
容　

「
防
災
に
つ
い
て
」
危

機
管
理
課
職
員

参
加
費　

無
料

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先　

中
央
公
民
館
☎
０
７
２
・
４
３

３
・
７
２
２
２

　健康維持のきっかけ作りとして、つげさん体操や元気でまっ
せ体操をデイサービスセンターで体験してみませんか。
　またそれを機会に、地域で体操の自主グループを立ち上げて
みませんか？
日程　週１回全４日間
対象　市内在住の60歳以上のかた
費用　無料
※詳しくは、各デイサービスセンターにお問合せください。

担当　高齢介護課

　

老
齢
基
礎
年
金
の

　

繰
上
げ
・
繰
下
げ

　

請
求

◆
繰
上
げ
請
求

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
を
満
た
し
た
か
た
は
、

希
望
す
れ
ば
60
～
65
歳
未

満
で
も
繰
上
げ
て
受
給
で

き
ま
す
。

　

繰
上
げ
請
求
を
し
た
場
合

の
年
金
額
は
、
請
求
時
の
年

齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

一
度
手
続
き
を
す
る
と
取
消

や
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

請
求
に
は
次
の
点
を
十
分

考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

①
減
額
率
は
生
涯
変
わ
り
ま

せ
ん

②
請
求
後
、
障
害
の
状
態
に

な
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金

は
請
求
で
き
ま
せ
ん

③
65
歳
に
な
る
ま
で
は
遺
族

厚
生(

共
済)

年
金
は
併
給
で

き
ま
せ
ん

④
寡
婦
年
金
を
受
給
で
き
ま

せ
ん

⑤
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保

険
者
に
な
れ
ま
せ
ん

◆
繰
下
げ
請
求

　

66
歳
以
降
で
繰
下
げ
請
求
を

す
れ
ば
、
そ
の
時
の
年
齢
に
応

じ
て
増
額
し
た
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
66
歳
以
降
に
他
の
年

金
給
付
の
受
給
権
が
発
生
し
た

場
合
、
65
歳
に
さ
か
の
ぼ
り
本

来
支
給
の
老
齢
基
礎
年
金
の
請

求
を
す
る
か
、
そ
の
時
点
で
増

額
さ
れ
た
繰
下
げ
支
給
の
老
齢

基
礎
年
金
の
請
求
を
す
る
か
の

選
択
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

貝
塚
年
金
事
務
所

☎
０
７
２
・
４
３
１
・
１
１
２

２
、
国
保
年
金
課
☎
０
７
２
・

４
３
３
・
７
２
７
４

　

ね
ん
き
ん
定
期
便

　

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
保
険

の
被
保
険
者
の
か
た
へ
、
毎
年

１
回
、
誕
生
月
に
年
金
加
入
記

録
な
ど
の
情
報
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
年
金
加

入
記
録
や
保
険
料
の
納
付
状
況

を
確
認
し
、
「
も
れ
」
や
「
誤

り
」
が
あ
る
場
合
は
、
年
金
事

務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
35
・
45
・
59
歳
の
被
保
険
者

の
か
た

　

公
的
年
金
す
べ
て
の
加
入
記

録
を
お
届
け
し
ま
す
。

●
そ
の
他
の
年
齢
の
被
保
険
者

の
か
た

　

直
近
１
年
間
の
加
入
記
録
を

お
届
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
年
金
機
構
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
い
つ
で
も

年
金
加
入
記
録
な
ど
を
確
認
で

き
、
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
も
利
用
で
き
ま
す
。
利
用

に
は
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

貝
塚
年
金
事
務
所

☎
０
７
２
・
４
３
１
・
１
１
２

２

問
合
せ
先　

危
機
管
理
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
３
９
２

　
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
転
倒
し
た
家
具
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
が

凶
器
と
な
り
、
ケ
ガ
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
過
去

の
災
害
で
は
、
家
具
の
転
倒
に
よ
る
圧
死
で
多
く
の
か
た
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
大
地
震
で
は
、
家
具
は
必
ず
倒
れ
る
も
の
」
と
考
え
、
迫
り

く
る
大
地
震
に
備
え
、
部
屋
の
総
点
検
を
行
い
、
自
分
の
命
と
大

切
な
家
族
を
守
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
次
の
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ

う
。 ９

月
は
防
災
月
間
で
す

●家具を転倒防止器具などで固定する

①壁と家具をＬ字金具などで固定する。
②壁に直接固定できない場合、２種類以上の器具(突っ
張り棒式とストッパー式またはマット式)で上下から
固定する。

③上下が分割している家具は必ず金具で連結する。

●収納物の飛散を防止する

①開き扉タイプの食器棚などに
は開き扉ストッパーを取り付
ける。

②ガラス扉には飛散防止フィル
ムを貼る。

③吊り下げ式照明器具の補強を
行う。

●その他の対策

①家具の上にガラス製品など壊
れやすい物を置かない。 

②地震による漏電火災を防ぐた
め、感震ブレーカーの設置を
行う。 

③枕元には、スリッパ・懐中電
灯・眼鏡・携帯電話を置いて
おく。

Ｌ字金具

突っ張り棒

突っ張り棒 ストッパー
 　

防
災
行
政
無
線
の

　

電
話
応
対
サ
ー
ビ
ス

 

災
害
時
の
避
難
に
関
す
る
情

報
な
ど
、
防
災
行
政
無
線
の
放

送
内
容
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
、

聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
と
き
に
、

電
話
で
放
送
内
容
が
確
認
で
き

ま
す
。

電
話
番
号　

０
７
２
・
４
３

３
・
７
１
１
９

※
電
話
通
話
料
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

※
放
送
直
後
か
ら
24
時
間
利
用

で
き
ま
す
。

※
定
時
放
送(

午
後
５
時
前
の

市
民
の
歌)

は
、
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

危
機
管
理
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
３
９
２

そ
の
時
、
家
具
は
凶
器
に
な
る
。

　
　
　

始
め
よ
う　

家
具
の
転
倒
防
止
！

「デイサービスセンターで
 健康体操教室」受講者募集

プラチナフィットネスM＆S
貝塚誠心園デイサービスセンター
デイサービスセンター ゆたかの郷

近木町7-5
森1103-2
清児1107-3

072-493-8500
072-446-8022
072-446-5140

事業所名 住所 電話番号

10月７日(水)午前11時頃

　全国瞬時警報システム(Ｊアラート）は、地震や津波、武
力攻撃などの時間的に余裕のない緊急情報を、人工衛星を
用いて瞬時に情報を伝達するものです。
　今回は、国民保護情報の伝達を目的とした訓練で、市の
防災行政無線との連動を確認するものです。なお、携帯電
話による緊急速報メール(エリアメール)は発信しません。
【放送内容】
～チャイム～「これはＪアラートのテストです」×３回
「こちらは防災貝塚市です」～チャイム～

問合せ先　危機管理課☎072－433－7392

全国瞬時警報システムによる
全国一斉情報伝達訓練を行います
全国瞬時警報システムによる

全国一斉情報伝達訓練を行います


